
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
意
見
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
三
月
四
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

コ
ー
プ
な
ん
ご
う

所
在
地

大
和
高
田
市
大
字
大
谷
七
五
八
ー
一
の
一
部

二

述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

南
郷
池
の
環
境
を
守
る
会

代
表

１

利
用
す
る
車
が
約
二
百
台
と
現
行
の
零
台
か
ら
大
変
な
騒
音
と
排
気
ガ
ス
が
当
然
想
定
で
き
る
。

つ
い
て
は
、
敷
地
内
及
び
周
辺
に
騒
音
防
止
、
環
境
浄
化
の
た
め
の
木
々
を
全
面
的
に
配
置
し
、

環
境
の
ク
リ
ー
ン
化
を
目
指
し
、
周
辺
の
大
型
シ
ョ
ッ
プ
の
イ
ズ
ミ
ヤ
、
オ
ー
ク
ワ
、
お
く
や
ま

と
違
う
レ
ベ
ル
の
高
い
評
価
が
受
け
ら
れ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
し
て
ほ
し
い
。

２

計
画
図
で
は
、
一
つ
の
出
入
口
で
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
敷
地
内
と
周
辺

道
路
へ
の
停
滞
が
避
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
口
専
用
、
出
口
専
用
と
二
つ
の
出
入
口
に

な
る
よ
う
計
画
変
更
さ
れ
た
い
。

３

開
発
全
体
図
に
は
、
西
側
の
住
宅
隣
接
エ
リ
ア
は
緑
地
が
な
い
（
別
図
参
照
）
。
こ
こ
に
も
緑

地
帯
と
し
て
、
住
宅
地
が
見
え
な
い
よ
う
に
木
々
を
植
栽
し
て
ほ
し
い
。

４

西
側
に
空
調
室
外
機
、
換
気
フ
ァ
ン
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
時
間
の
騒
音
が
避

け
ら
れ
な
い
の
で
、
別
の
場
所
に
移
動
し
て
も
ら
い
た
い
。
か
つ
、
最
低
限
、
騒
音
が
気
に
な
ら

な
い
施
設
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

５

店
舗
の
北
側
も
冷
凍
機
室
外
機
、
空
調
室
外
機
、
換
気
フ
ァ
ン
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
、
隣
接
住
宅
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
機
械
本
体
の
無
騒
音
用
の
も
の
の
採
用
や
防
音

施
設
の
設
置
等
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

６

住
宅
と
隣
接
す
る
と
こ
ろ
に
従
業
員
ト
イ
レ
が
西
側
に
あ
る
の
で
、
場
所
の
移
動
を
し
て
、
住

宅
と
隣
接
し
な
い
よ
う
に
悪
臭
や
汚
物
処
理
を
し
、
衛
生
面
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

三

縦
覧
場
所

奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
四
日
か
ら
同
年
四
月
四
日
ま
で



五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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